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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜像を担持する像担持体を支持する像担持体ユニットと、
　前記潜像を現像する現像剤を担持する現像剤担持体を支持する現像剤担持体ユニットと
、
　前記像担持体ユニットに対して前記現像剤担持体ユニットを付勢する付勢部材と、
　画像形成装置の装置側接触部に押圧されて前記装置側接触部と接触する、前記現像剤担
持体ユニットのユニット側接触部を保持する保持部と
　を有し、
　前記装置側接触部が前記ユニット側接触部を押圧する方向が、前記像担持体ユニットに
対して前記現像剤担持体ユニットを付勢する付勢方向と直交する方向であり、
　前記装置側接触部は、
　スプリングにより形成され、
　前記保持部には、
　前記像担持体ユニットに対して前記現像剤担持体ユニットを付勢する側及びその逆側に
、前記ユニット側接触部が前記装置側接触部に対してスライド移動するための隙間が設け
られている
　画像形成ユニット。
【請求項２】
　前記ユニット側接触部は、
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　平板を折り曲げることにより形成される
　請求項１に記載の画像形成ユニット。
【請求項３】
　前記隙間は、
　前記装置側接触部に近い方の一端側が、他端側より広く形成される
　請求項１又は２に記載の画像形成ユニット。
【請求項４】
　前記隙間に、前記ユニット側接触部が前記現像剤担持体ユニットを付勢する側及びその
逆側にスライド移動する前の位置ズレを防止する弾性部材を設けた
　請求項１に記載の画像形成ユニット。
【請求項５】
　前記弾性部材は、発泡弾性体である
　請求項４に記載の画像形成ユニット。
【請求項６】
　前記弾性部材は、板バネ又は圧縮スプリングである
　請求項４に記載の画像形成ユニット。
【請求項７】
　前記現像剤担持体は、前記現像剤担持体ユニットに回転可能に支持され、前記像担持体
と接触した状態で回転することにより外周が磨耗し、
　前記現像剤担持体ユニットは、前記現像剤担持体の磨耗にともなって前記付勢方向に移
動し、
　前記隙間は、前記現像剤担持体ユニットが前記現像剤担持体の磨耗にともなって移動す
る移動量よりも大きい
　請求項１に記載の画像形成ユニット。
【請求項８】
　前記現像剤担持体は、前記現像剤担持体ユニットに回転可能に支持され、前記像担持体
と接触した状態で回転し、
　前記現像剤担持体ユニットは、前記現像剤担持体の回転時の偏心にともなって前記付勢
方向に移動し、
　前記隙間は、前記現像剤担持体ユニットが前記現像剤担持体の回転時の偏心にともなっ
て移動する移動量よりも大きい
　請求項１に記載の画像形成ユニット。
【請求項９】
　前記現像剤担持体は、前記現像剤担持体ユニットに回転可能に支持され、
　前記現像剤担持体を回転させるときに、前記現像剤担持体ユニットに働く回転力と重力
によって前記現像剤担持体ユニットが移動しないように、前記現像剤担持体ユニットの位
置を規制する位置規制手段をさらに有する
　請求項２に記載の画像形成ユニット。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９の何れかに記載の前記画像形成ユニット
　を備える画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成ユニット及び画像形成装置に関するものであり、例えば、複写機、
電子写真式カラープリンタ、ファクシミリ、複合機等の画像形成装置、及び当該画像形成
装置に設けられる画像形成ユニットに適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像形成装置としての電子写真式カラープリンタ（以下、これをカラープリンタ
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と呼ぶ）は、着脱可能な画像形成ユニットを有している。
【０００３】
　画像形成ユニットは、像担持体としての感光体ドラムを有する像担持体ユニットとして
のドラムユニットと、現像剤担持体としての現像ローラを有する像担持体ユニットしての
現像ユニットとに分離可能となっている。
【０００４】
　さらに、画像形成ユニットには、ドラムユニットに対して現像ユニットを付勢する付勢
部材が設けられている。
【０００５】
　画像形成ユニットは、この付勢部材の付勢力によってドラムユニットに対して現像ユニ
ットを付勢することにより、ドラムユニットの感光体ローラに現像ユニットの現像ローラ
を押し当てて圧接するようになっている。
【０００６】
　そして、このような画像形成ユニットを有するカラープリンタは、印刷画像の形成時、
感光体ドラムを所定方向に回転させると共に、感光体ローラに圧接している現像ローラを
感光体ドラムの回転方向とは逆方向へ回転させる。
【０００７】
　この状態でカラープリンタは、感光体ドラムの表面を帯電させつつ印刷画像に応じて露
光することにより、感光体ドラムの表面に静電潜像を形成する。
【０００８】
　またカラープリンタは、現像ローラの表面に現像剤としてのトナーを帯電させて担持さ
せると共に、トナーを感光体ドラムの表面に形成された静電潜像に押し付ける。
【０００９】
　これによりカラープリンタは、感光体ドラムの表面の静電潜像に現像ローラの表面上の
トナーを付着させて、静電潜像を現像（すなわちトナーにより可視化）する。
【００１０】
　そしてカラープリンタは、感光体ドラムの表面上で静電潜像を現像して得られたトナー
画像を、記録紙の表面に転写することにより、記録紙の表面に画像を形成する（例えば、
特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００９－４７９６２公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ところで、上述したように、付勢部材によってドラムユニットに対して現像ユニットを
付勢する画像形成ユニットの場合、付勢する方向（以下、これを付勢方向と呼ぶ）に直行
する方向へ押圧する力が加わると、十分に付勢されないことがあった。
【００１３】
　例えば、従来のカラープリンタは、画像形成ユニットが装着されると、カラープリンタ
本体側の装置側接触部としての高圧接点と、現像ユニット側のユニット側接触部としての
コンタクトとが接触することにより現像ユニットと電気的に接続して、現像ユニットに高
圧印加するようになっている。
【００１４】
　このとき、カラープリンタ本体側の高圧接点は、現像ユニット側のコンタクトと確実に
接触するように、現像ユニット側のコンタクトに押し当てられる。
【００１５】
　ここで、現像ユニット側のコンタクトにカラープリンタ本体側の高圧接点を押し当てる
方向が、付勢方向に直行する場合、付勢方向に直交する方向へ押圧する力が加わることに
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なる。
【００１６】
　この場合に、現像ユニットでは、カラープリンタ本体側の高圧接点と、現像ユニット側
のコンタクトとの間の接触圧が所望の接触圧より大きすぎたり小さすぎたりしてバラつく
と、このバラつきが、現像ユニットの付勢力に影響して、ドラムユニットに対して現像ユ
ニットが十分に付勢されなくなってしまう。
【００１７】
　そして、このようにドラムユニットに対する現像ユニットの付勢が不十分だと、感光体
ドラムと現像ローラとの接触圧にもバラつきが発生して、このバラつきが、画像品位を低
下させる要因となる。
【００１８】
　本発明は以上の点を考慮したもので、画像品位の低下を防止し得る画像形成ユニット及
び画像形成装置を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　かかる課題を解決するため本発明においては、潜像を担持する像担持体を支持する像担
持体ユニットと、前記潜像を現像する現像剤を担持する現像剤担持体を支持する現像剤担
持体ユニットと、前記像担持体ユニットに対して前記現像剤担持体ユニットを付勢する付
勢部材と、画像形成装置の装置側接触部に押圧されて前記装置側接触部と接触する、前記
現像剤担持体ユニットのユニット側接触部を保持する保持部とを有し、前記装置側接触部
が前記ユニット側接触部を押圧する方向が、前記像担持体ユニットに対して前記現像剤担
持体ユニットを付勢する付勢方向と直交する方向であり、前記装置側接触部は、スプリン
グにより形成され、前記保持部に、前記像担持体ユニットに対して前記現像剤担持体ユニ
ットを付勢する側及びその逆側に、前記ユニット側接触部が前記装置側接触部に対してス
ライド移動するための隙間を設けるようにした。
【００２０】
　これにより、本発明では、装置側接触部に押圧されるユニット側接触部が、像担持体ユ
ニットに対して現像剤担持体ユニットを付勢する側及びその逆側にスライドして、装置側
接触部とユニット側接触部との接触圧のバラつきを打ち消すことができ、像担持体ユニッ
トに対して現像剤担持体を十分に付勢することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、像担持体ユニットに対して現像剤担持体を十分に付勢することができ
るので、像担持体と現像剤担持体との接触圧にバラつきが発生することを防ぐことができ
、かくして画像品位の低下を防止し得る画像形成ユニット及び画像形成装置を実現できる
。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】カラープリンタの内部構成を示す断面図である。
【図２】画像形成ユニットの外観構成（１）を示す斜視図である。
【図３】画像形成ユニットの外観構成（２）を示す斜視図である。
【図４】画像形成ユニットの内部構成を示す断面図である。
【図５】現像ユニットの外観構成（１）を示す斜視図である。
【図６】現像側面フレーム内に設けられた駆動ギヤ列の構成を示す斜視図である。
【図７】本体側駆動ユニットの外観構成を示す斜視図である。
【図８】現像端部フレームの外観構成を示す斜視図である。
【図９】現像ユニットの外観構成（２）を示す斜視図である。
【図１０】コンタクト保持部としての現像端部フレームの構成を示す斜視図である。
【図１１】コンタクトの形状を示す斜視図である。
【図１２】アーム部、アーム部用溝及び高圧接点の構成を示す略線図である。
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【図１３】高圧接点がコンタクトに接触している様子を示す斜視図である。
【図１４】ドラムユニットの外観構成を示す斜視図である。
【図１５】ドラムユニットの左側の側壁部の外観構成を示す斜視図である。
【図１６】ドラムユニットの右側の側壁部の外観構成を示す斜視図である。
【図１７】ドラムユニットと現像ユニットを結合した様子を示す略線図である。
【図１８】現像ユニットに働く力を示す略線図である。
【図１９】アーム部が水平方向にスライドする様子を示す略線図である。
【図２０】第２の実施の形態における現像端部フレームの外観構成を示す斜視図である。
【図２１】アーム部用溝に設けられたスポンジ材を示す略線図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、発明を実施するための形態（以下、これを実施の形態と呼ぶ）について、図面を
用いて詳細に説明する。
【００２４】
［１．第１の実施の形態］
［１－１．カラープリンタの構成］
　第１の実施の形態について説明する。図１に、カラープリンタ１の内部構成の概要を示
す。
【００２５】
　この図１に示すように、カラープリンタ１は、略箱型の本体部２を有している。尚、以
下の説明では、本体部２の正面から見て左側を本体部２の左側、本体部２の正面から見て
右側を本体部２の右側とする。
【００２６】
　また、本体部２の左側から右側への方向を右方向、本体部２の右側から左側への方向を
左方向、本体部２の下側から上側への方向を上方向、本体部２の上側から下側への方向を
下方向、本体部２の背面側から正面側への方向を前方向、本体部２の正面側から背面側へ
の方向を後ろ方向とする。
【００２７】
　本体部２の内部には、その上部に、４個の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄが、前後方向に
４個並べて設けられている。また、４個の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄには、トナーカー
トリッジ４Ａ～４Ｄと、露光装置５Ａ～５Ｄとが装着されている。
【００２８】
　４個の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄは、それぞれ、カラープリンタ１で扱う４色（ブラ
ック、シアン、イエロー、マゼンタ）の各色の現像剤としてのトナーに対応していて、対
応する色のトナー画像を形成する。
【００２９】
　尚、４個の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄは、同一構成であり、それぞれのトナーカート
リッジ４Ａ～４Ｄに収納されるトナーの色のみが異なるものである。
【００３０】
　また、画像形成ユニット３Ａ～３Ｄは、感光体ドラム６Ａ～６Ｄと現像ローラ７Ａ～７
Ｄとを有し、カラープリンタ１の本体部２から着脱可能となっている。
【００３１】
　さらに、画像形成ユニット３Ａ～３Ｄに装着されるトナーカートリッジ４Ａ～４Ｄは、
画像形成ユニット３Ａ～３Ｄから着脱可能であり、ユーザにより交換可能となっている。
【００３２】
　また、本体部２には、上端の天板部分に、開閉可能な本体カバー８が設けられている。
カラープリンタ１では、この本体カバー８を開けることにより、本体部２から画像形成ユ
ニット３Ａ～３Ｄを取り出すことができるようになっている。
【００３３】
　さらに、本体部２には、４個の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄの下側に、前後方向に延び
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る転写ベルトユニット９が設けられ、この転写ベルトユニット９の後方には、定着装置１
０が設けられている。
【００３４】
　さらに、本体部２には、転写ベルトユニット９の下側に、用紙を収容する給紙カセット
１１と、給紙カセット１１に収容されている用紙を１枚ずつ分離して給紙する給紙部１２
が設けられている。
【００３５】
　カラープリンタ１は、このような構成でなり、給紙カセット１１に収容されている用紙
を給紙部１２によって１枚ずつ分離して給紙する。
【００３６】
　カラープリンタ１は、給紙した用紙を、転写ベルトユニット９の前端へと搬送する。さ
らに、カラープリンタ１は、転写ベルトユニット９の前端へと搬送した用紙を、転写ベル
トユニット９によって転写ベルトユニット９と４個の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄとの間
を通すようにして、転写ベルトユニット９の前端から後端へと搬送する。
【００３７】
　このとき、カラープリンタ１は、画像形成ユニット３Ａ～３Ｄによって感光体ドラム６
Ａ～６Ｄの表面に形成された各色のトナー画像を、転写ベルトユニット９によって用紙に
転写することにより、用紙にカラーのトナー画像を形成する。
【００３８】
　カラープリンタ１は、トナー画像が形成された用紙を、転写ベルトユニット９の後方に
位置する定着装置１０へと搬送し、定着装置１０によってトナー画像を用紙に定着させる
ことにより、用紙にカラー画像を形成する。
【００３９】
　そして、カラープリンタ１は、カラー画像が形成された用紙を、本体部２の外に排出す
る。
【００４０】
　このようにして、カラープリンタ１は、カラー画像を印刷するようになっている。
【００４１】
［１－２．画像形成ユニットの構成］
　次に、画像形成ユニット３Ａ～３Ｄの構成について説明する。尚、カラープリンタ１に
は、上述したように、ブラック、シアン、イエロー、マゼンタのそれぞれに対応する４個
の画像形成ユニット３Ａ～３Ｄが設けられているが、これらは全て同一構成のため、ここ
では、一例として、ブラックに対応する画像形成ユニット３Ａについてのみ説明すること
とする。
【００４２】
　図２乃至図４に、画像形成ユニット３Ａの外観構成及び内部構成を示す。尚、図２及び
図３は、トナーカートリッジ４Ａ及び露光装置５Ａが取り外された状態の画像形成ユニッ
ト３Ａの外観構成であり、図４は、トナーカートリッジ４Ａ及び露光装置５Ａを装着した
状態の画像形成ユニット３Ａの内部構成である。
【００４３】
　図２乃至図４に示すように、画像形成ユニット３Ａは、像担持体としての感光体ドラム
６Ａを有する像担持体ユニットとしてのドラムユニット２０と、現像剤担持体としての現
像ローラ７Ａを有する現像剤担持体ユニットとしての現像ユニット２１の２つのユニット
で構成されている。
【００４４】
　ドラムユニット２０は、図４に示すように、静電潜像を形成する感光体ドラム６Ａにく
わえて、感光体ドラム６Ａを帯電させる帯電装置２２と、感光体ドラム６Ａの表面に残留
するトナーを除去するクリーニング部２３を有している。
【００４５】
　一方、現像ユニット２１は、ドラムユニット２０と一体になるように、ドラムユニット
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２０のフレームに支持されている。
【００４６】
　また、現像ユニット２１は、ドラムユニット２０の感光体ドラム６Ａに圧接する現像ロ
ーラ７Ａにくわえて、現像ローラ７Ａに圧接し、現像ローラ７Ａの表面にトナーの薄層を
形成する現像ブレード２４と、現像ローラ７Ａにトナーを供給する２個の供給ローラ２５
Ａ、２５Ｂと、トナーカートリッジ４Ａから供給されたトナーを収容するトナー収容室２
６とを有している。
【００４７】
　尚、現像ローラ７Ａは、感光体ドラム６Ａの前方斜め上に配置される。また、現像ユニ
ット２１は、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７Ａが圧接するように、ドラムユニット２０
に対して水平方向に付勢されている。
【００４８】
　画像形成ユニット３Ａは、このような構成でなり、本体部２から伝達される駆動力によ
って、感光体ドラム６Ａを所定方向に回転させると共に、感光体ドラム６Ａに圧接してい
る現像ローラ７Ａを感光体ドラム６Ａとは逆方向に回転させる。
【００４９】
　次に、画像形成ユニット３Ａは、回転させている感光体ドラム６Ａの表面を帯電装置２
２によって帯電させる。ここで、露光装置５Ａが、画像形成ユニット３Ａで形成する画像
に応じて、感光体ドラム６Ａの表面を露光することにより、感光体ドラム６Ａの表面に静
電潜像が形成される。
【００５０】
　次に、画像形成ユニット３Ａは、現像ローラ７Ａの表面にトナーを帯電させて担持させ
る。このとき、現像ローラ７Ａが感光体ドラム６Ａに圧接していることにより、現像ロー
ラ７Ａに担持されているトナーは、感光体ドラム６Ａの表面に形成された静電潜像に押し
付けられる。
【００５１】
　すると、感光体ドラム６Ａの表面に形成された静電潜像に現像ローラ７Ａに担持されて
いるトナーが付着して静電潜像が現像されることにより、感光体ドラム６Ａの表面にトナ
ー画像が形成される。
【００５２】
　このようにして、画像形成ユニット３Ａは、トナー画像を形成する。
【００５３】
　次に、ドラムユニット２０と現像ユニット２１の構成について、さらに詳しく説明する
。
【００５４】
　まず、現像ユニット２１の構成から説明する。尚、ここでは、現像ユニット２１が本体
部２に装着されたときに、本体部２の正面から見て左側を現像ユニット２１の左側、正面
から見て右側を現像ユニット２１の右側とする。
【００５５】
　図５に示すように、現像ユニット２１は、左右方向に長い中央フレーム（以下、これを
現像中央フレームと呼ぶ）３０と、この現像中央フレーム３０の左右両端部に設けられた
側面フレーム（以下、これを現像側面フレームと呼ぶ）３１Ｌ、３１Ｒとを有している。
【００５６】
　現像中央フレーム３０は、その下部が、左右方向に平行な回転軸を有する１個の現像ロ
ーラ７Ａと２個の供給ローラ２５Ａ、２５Ｂ（図４参照）を覆うカバーとなっている。ま
た、この現像中央フレーム３０に、現像ブレード２４が固定されている。
【００５７】
　また、現像中央フレーム３０は、その上部が、内部の空間にトナーを収容するトナー収
容室２６（図４参照）となっている。
【００５８】
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　左右の現像側面フレーム３１Ｌ、３１Ｒは、それぞれ現像ローラ７Ａと供給ローラ２５
Ａ、２５Ｂのそれぞれを回転可能に支持する。
【００５９】
　さらに、図６に示すように、左側の現像側面フレーム３１Ｌは、その内部に、現像ロー
ラ７Ａ、供給ローラ２５Ａ及び２５Ｂを回転させるための駆動ギヤ列３２が設けられてい
る。
【００６０】
　駆動ギヤ列３２は、現像ローラ７Ａの回転軸であるシャフト７Ａｓの一端に固定された
現像ローラギヤ３３と、２個の供給ローラ２５Ａ、２５Ｂのそれぞれの回転軸であるシャ
フト２５Ａｓ、２５Ｂｓの一端に固定された２個の供給ローラギヤ３４Ａ、３４Ｂと、こ
れら現像ローラギヤ３３及び２個の供給ローラギヤ３４Ａ、３４Ｂに噛み合う駆動受領ギ
ヤ３５とで構成されている。
【００６１】
　駆動受領ギヤ３５は、現像ローラ７Ａ、供給ローラ２５Ａ、２５Ｂのそれぞれのシャフ
ト７ＡＳ、２５Ａｓ、２５Ｂｓと平行な回転軸（図示せず）に回転可能に支持されている
。つまり、現像ローラ７Ａ、供給ローラ２５Ａ、２５Ｂ、駆動受領ギヤ３５の回転軸は、
互いに平行となっている。
【００６２】
　以下、これらの回転軸に平行な方向（すなわち左右方向）を、回転軸方向と呼ぶ。また
、回転軸方向のうち、回転軸の中央から端部へと向かう方向を回転軸外側方向、回転軸の
端部から中央へと向かう方向を回転軸内側方向と呼ぶ。
【００６３】
　また、この駆動受領ギヤ３５には、回転軸方向の外側に、図７に示す、本体部２から現
像ユニット２１へ駆動力を伝達するための現像駆動入力部１００と結合する結合部３６が
形成されている。
【００６４】
　この結合部３６は、左側の現像側面フレーム３１Ｌから回転軸外側方向に突出していて
、その端部に、現像駆動入力部１００に嵌合する所定形状の凹部３７が形成されている。
【００６５】
　本体部２には、画像形成ユニット３Ａの左側の現像側面フレーム３１Ｌと対向する位置
に、画像形成ユニット３Ａを駆動する本体側駆動ユニット１０１が設けられていて、この
本体側駆動ユニット１０１に、現像駆動入力部１００が設けられている。
【００６６】
　尚、ここでは、画像形成ユニット３Ａを駆動する本体側駆動ユニット１０１についての
み説明するが、本体部２には、画像形成ユニット３Ｂ、３Ｃ、３Ｄのそれぞれを駆動する
ための本体側駆動ユニット（図示せず）も設けられている。
【００６７】
　本体側駆動ユニット１０１には、現像駆動入力部１００にくわえて、本体部２からドラ
ムユニット２０へ駆動力を伝達するドラム駆動入力カップリング１０２と、本体部２から
現像ユニット２１へ高圧を印加するための装置側接触部としての高圧接点１０３Ａ、１０
３Ｂ、１０３Ｃが設けられている。
【００６８】
　ドラム駆動入力カップリング１０２と、高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃについ
ては後述する。
【００６９】
　現像駆動入力部１００は、その内部に、一般的なオルダムカップリング機構が設けられ
ている。これにより、現像駆動入力部１００は、結合部３６との間にわずかな中心ズレが
生じていても調芯作用を働かせずに駆動力を伝達できるようになっている。
【００７０】
　さらに、図５に示すように、左右の現像側面フレーム３１Ｌ、３１Ｒには、それぞれ回
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転軸方向の外側に現像端部フレーム３８Ｌ、３８Ｒが係止されている。
【００７１】
　左側の現像端部フレーム３８Ｌには、図８（Ａ）にも示すように、左側の現像側面フレ
ーム３１Ｌから突出する結合部３６を貫通させるための結合部用孔３９が形成されている
。尚、図８（Ａ）及び（Ｂ）は、現像端部フレーム３８Ｌのみを示すものであり、結合部
３６などについては省略している。
【００７２】
　そして、図５に示すように、結合部３６は、この結合部用孔３９を通り、左側の現像端
部フレーム３８Ｌから回転軸外側方向に突出している。
【００７３】
　また、左側の現像端部フレーム３８Ｌは、回転軸方向の外側に、結合部用孔３９を間に
挟んで前後に一対の位置規制手段としての支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬが設けられてい
る。
【００７４】
　支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬは、それぞれ回転軸方向に平行な円柱状でなり、左側の
現像端部フレーム３８Ｌから回転軸外側方向に突出するようにして左側の現像端部フレー
ム３８Ｌと一体に形成されている。
【００７５】
　また、図８（Ａ）に示すように、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬは、駆動受領ギヤ３５
の回転軸（図示せず）の中心を通る水平線Ｌ１上で、且つ現像ユニット２１の重心Ｐ１を
またぐ位置に設けられている。
【００７６】
　尚、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬのそれぞれの水平方向の位置は、駆動受領ギヤ３５
の回転軸の中心から等距離でなくてもよい。
【００７７】
　一方で、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬのそれぞれを、駆動受領ギヤ３５の回転軸の中
心から等距離に配置する場合は、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬを結ぶ直線が駆動受領ギ
ヤ３５の回転軸の中心を通る水平線Ｌ１に対して角度を持つように、支持ポスト４０ＡＬ
、４０ＢＬの位置を、駆動受領ギヤ３５の回転軸の中心を通る水平線Ｌ１上からずらして
もよい。
【００７８】
　さらに、図５及び図８（Ａ）に示すように、左側の現像端部フレーム３８Ｌには、前側
の支持ポスト４０ＡＬの下方に、現像ユニット２１を水平方向に付勢するための付勢部材
（後述する）を引っ掛けるための金属製の付勢部材固定ポスト４１Ｌが設けられている。
【００７９】
　付勢部材固定ポスト４１Ｌは、左側の現像端部フレーム３８Ｌから回転軸外側方向に突
出するようにして左側の現像端部フレーム３８Ｌに設けられている。
【００８０】
　尚、本実施の形態では、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬを、左側の現像端部フレーム３
８Ｌと一体に形成したが、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬを、左側の現像端部フレーム３
８Ｌとは別部品として、左側の現像端部フレーム３８Ｌに固定するようにしてもよい。
【００８１】
　また、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬを、左側の現像端部フレーム３８Ｌにではなく、
左側の現像側面フレーム３１Ｌに形成するようにしてもよい。この場合、支持ポスト４０
ＡＬ、４０ＢＬが、左側の現像端部フレーム３８Ｌを貫通して回転軸外側方向に突出する
ようになっていればよい。
【００８２】
　さらに、図５、図８（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、左側の現像端部フレーム３８Ｌは
、付勢部材固定ポスト４１Ｌの下方の下端部が、回転軸外側方向に突出している。この突
出している部分を、フレーム突出部４２と呼ぶ。
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【００８３】
　一方、右側の現像端部フレーム３８Ｒには、図９に示すように、左側の現像端部フレー
ム３８Ｌの支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬのそれぞれと対向する位置に、同形状の支持ポ
スト４０ＡＲ、４０ＢＲが右側の現像端部フレーム３８Ｒと一体に形成されている。
【００８４】
　さらに、右側の現像端部フレーム３８Ｒには、左側の現像端部フレーム３８Ｌの付勢部
材固定ポスト４１Ｌと対向する位置に、同形状の付勢部材固定ポスト４１Ｒが右側の現像
端部フレーム３８Ｒと一体に形成されている。
【００８５】
　また、左側の現像端部フレーム３８Ｌは、図１０に示すように、本体側駆動ユニット１
０１に設けられた高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃ（図６参照）と接触する３本の
ユニット側接触部としてのコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃを保持するコンタクト保持
部にもなっている。
【００８６】
　図１１に示すように、３本のコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃは、それぞれ略帯状の
金属板を所定形状に折り曲げた部材であり、それぞれ上下方向に延びる基部５１Ａ、５１
Ｂ、５１Ｃと、この基部５１Ａ、５１Ｂ、５１Ｃの下端からそれぞれ回転軸外側方向に延
びるアーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃとを有している。
【００８７】
　また、コンタクト５０Ａの基部５１Ａには、板バネ形状でなる２個の端子部５３Ａ、５
３Ｂが設けられていて、２個の端子部５３Ａ、５３Ｂが、現像ユニット２１内の２個の供
給ローラ２５Ａ、２５Ｂのそれぞれのシャフト２５Ａｓ、２５Ｂｓに圧接するようになっ
ている。
【００８８】
　また、コンタクト５０Ｂの基部５１Ｂには、板バネ形状でなる１個の端子部５４が設け
られていて、端子部５４が、現像ローラ７Ａのシャフト７Ａｓに圧接するようになってい
る。
【００８９】
　さらに、コンタクト５０Ｃの基部５１Ｃには、板バネ形状でなる１個の端子部５５が設
けられていて、端子部５５が、現像ブレード２４に圧接するようになっている。
【００９０】
　このように、コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃは、それぞれ供給ローラ２５Ａ及び２
５Ｂ、現像ローラ７Ａ、現像ブレード２４と接続されている。
【００９１】
　一方、アーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃは、それぞれの先端部５２Ａｆ、５２Ｂｆ、５
２Ｃｆが回転軸方向と直交する鉛直上方に折り曲げられていて、さらに先端部５２Ａｆ、
５２Ｂｆ、５２Ｃｆのそれぞれの先端が、回転軸内側方向に折り曲げられている。
【００９２】
　尚、以下、アーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃのそれぞれの先端部５２Ａｆ、５２Ｂｆ、
５２Ｃｆを、アーム先端部５２Ａｆ、５２Ｂｆ、５２Ｃｆと呼ぶ。また、アーム先端部５
２Ａｆ、５２Ｂｆ、５２Ｃｆのそれぞれと基部５１Ａ、５１Ｂ、５１Ｃとの間の部分を、
それぞれアーム中央部５２Ａｃ、５２Ｂｃ、５２Ｃｃと呼ぶ。
【００９３】
　コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃは、それぞれアーム先端部５２Ａｆ、５２Ｂｆ、５
２Ｃｆが、高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃと接触するようになっている。
【００９４】
　一方、図１０に示すように、コンタクト保持部としての左側の現像端部フレーム３８Ｌ
には、回転軸方向の内側に、コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃの基部５１Ａ、５１Ｂ、
５１Ｃが嵌め込まれる基部用溝６０が形成されている。
【００９５】
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　さらに、現像端部フレーム３８Ｌには、フレーム突出部４２の底面から端面にかけて、
基部用溝６０と繋がっていて、アーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃのそれぞれが嵌め込まれ
る３本のアーム部用溝６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃが一定の間隔を隔てて形成されている。
【００９６】
　アーム部用溝６１Ａは、アーム中央部５２Ａｃが嵌め込まれる部分であるアーム中央部
用溝６１Ａｃと、アーム先端部５２Ａｆが嵌め込まれる部分であるアーム先端部用溝６１
Ａｆとでなる。
【００９７】
　同様に、アーム部用溝６１Ｂ、６１Ｃも、アーム中央部用溝６１Ｂｃ、６１Ｃｃと、ア
ーム先端部用溝６１Ｂｆ、６１Ｃｆとでなる。
【００９８】
　アーム中央部用溝６１Ａｃ、６１Ｂｃ、６１Ｃｃは、それぞれフレーム突出部４２の底
面に形成されていて、基部用溝６０の下端から回転軸外側方向に延びている。
【００９９】
　アーム先端部用溝６１Ａｆ、６１Ｂｆ、６１Ｃｆは、フレーム突出部４２の端面に形成
されていて、アーム中央部用溝６１Ａｃ、６１Ｂｃ、６１Ｃｃの先端から、鉛直上方に延
びている。
【０１００】
　コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃは、それぞれ、基部５１Ａ、５１Ｂ、５１Ｃが、基
部用溝６０に嵌めこまれ、アーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃが、アーム部用溝６１Ａ、６
１Ｂ、６１Ｃに嵌めこまれた状態で、現像端部フレーム３８Ｌに保持される。
【０１０１】
　尚、基部５１Ａには、基部用溝６０内に設けられた突起部６２Ａ、６２Ｂと嵌合する突
起部用孔６３Ａ、６３Ｂが設けられていて、この突起部用孔６３Ａ、６３Ｂに、突起部６
２Ａ、６２Ｂが嵌合することにより、現像端部フレーム３８Ｌに固定されている。
【０１０２】
　また、基部５１Ｂには、基部用溝６０内に設けられた突起部６４と嵌合する突起部用孔
６５が設けられていて、この突起部用孔６５に、突起部６４が嵌合することにより、現像
端部フレーム３８Ｌに固定されている。
【０１０３】
　さらに、基部５１Ｃには、基部用溝６０内に設けられた突起部６６と嵌合する突起部用
孔６７が設けられていて、この突起部用孔６７に、突起部６６が嵌合することにより、現
像端部フレーム３８Ｌに固定されている。
【０１０４】
　また、アーム部用溝６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃは、それぞれアーム部５２Ａ、５２Ｂ、５
２Ｃよりも幅が広く形成されている。
【０１０５】
　ここで、アーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃと、アーム部用溝６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃと
について、さらに詳しく説明する。
【０１０６】
　尚、アーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃについては大きさと形状が同一であり、またアー
ム部用溝６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃについても大きさと形状が同一であるため、ここでは、
アーム部５２Ａとアーム部用溝６１Ａとについてのみ説明することとする。
【０１０７】
　図１２（Ａ）に示すように、アーム部５２Ａは、アーム中央部５２Ａｃの基部５１Ａに
近い根元近傍部分７０と、アーム中央部５２Ａｃのアーム先端部５２Ａｆに近い先端近傍
部分７１とが、これら以外の部分よりも幅が広く形成されている。
【０１０８】
　アーム部５２Ａは、根元近傍部分７０と先端近傍部分７１の幅がほぼ等しく、これら以
外の部分の幅もほぼ均一となっている。
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【０１０９】
　一方、アーム部用溝６１Ａは、基部用溝６０に近い側の一端部分７２の幅が、アーム部
５２Ａの根元近傍部分７０の幅とほぼ等しいのに対して、他の部分はアーム部５２Ａの先
端近傍部分７１よりも幅が広く形成されている。
【０１１０】
　また、アーム部用溝６１Ａは、アーム部５２Ａの先端近傍部分７１よりも幅が広い部分
のうち、先端近傍部分７１と対向する部分よりも先の部分が、さらに幅が広く形成されて
いる。
【０１１１】
　この結果、アーム部５２の根元近傍部分７０の幅方向の両側面と、アーム部用溝６１Ａ
の幅方向の両壁面との間には隙間がほぼ無いのに対して、アーム部５２の根元近傍部分７
０より先の部分の幅方向の両側面と、アーム部用溝６１Ａの幅方向の両壁面との間には隙
間が空くことになる。
【０１１２】
　ここで、アーム部５２の先端近傍部分７１の両側面と、アーム部用溝６１Ａの両壁面と
の間に設けられる幅方向の隙間７３Ａ、７３Ｂを、ガタ７３Ａ、７３Ｂと呼ぶ。
【０１１３】
　このようなガタ７３Ａ、７３Ｂが設けられていることにより、アーム部５２Ａは、根元
近傍部分７０は固定された状態で、先端近傍部分７１がガタ７３Ａ、７３Ｂの分だけ、ア
ーム部用溝６１内を、図中矢印Ａ及びＢで示す幅方向にスライド可能となっている。
【０１１４】
　尚、アーム部５２Ａに外から力がくわえられていなければ、アーム部５２Ａは、アーム
部用溝６１Ａの中央に位置することになる。このとき、ガタ７３Ａ、７３Ｂは、ほぼ同じ
隙間量となる。
【０１１５】
　また、アーム部５２Ａは、現像ユニット２１の回転軸外側方向に延びているため、その
幅方向は、回転軸方向と直交する水平方向である。
【０１１６】
　つまり、コンタクト５０Ａは、アーム部５２Ａが、アーム部用溝６１Ａ内をガタ７３Ａ
、７３Ｂの分だけ回転軸方向と直交する水平方向にスライド可能な状態で、現像端部フレ
ーム３８Ｌに保持されている。コンタクト５０Ｂ、５０Ｃについても同様である。
【０１１７】
　現像ユニット２１は、このような構成となっている。
【０１１８】
　ここで、高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３について説明する。尚、高圧接点１０３
Ａ、１０３Ｂ、１０３については大きさと形状が同一であるため、ここでは、コンタクト
５０Ａに接触する高圧接点１０３Ａについてのみ説明することとする。
【０１１９】
　図１２（Ｂ）及び図１３に示すように、高圧接点１０３Ａは、現像ユニット２１の回転
軸方向に延びる圧縮スプリング１１０と、その先端に位置し、コンタクト５０Ａのアーム
先端部５２Ａｆと接触する端子部１１１とでなる。端子部１１１は、図１３に示すように
、例えば、圧縮スプリング１１０の先端を、鉛直方向と平行にＵ字型に折り曲げたもので
ある。
【０１２０】
　高圧接点１０３Ａは、画像形成ユニット３Ａが本体部２に装着されると、先端の端子部
１１１が、コンタクト５０Ａのアーム先端部５２Ａｆに対して垂直に接触する。
【０１２１】
　このとき、高圧接点１０３Ａは、圧縮スプリング１１０の弾性力によって、先端の端子
部１１１が、アーム先端部５２Ａｆを回転軸内側方向に押圧する。このため、高圧接点１
０３Ａの端子部１１１と、アーム先端部５２Ａｆは、弾性接触する。
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【０１２２】
　高圧接点１０３Ａは、このようにして、コンタクト５０Ａと接触するようになっている
。同様にして、高圧接点１０３Ｂ、１０３Ｃも、コンタクト５０Ｂ、５０Ｃと接触する。
【０１２３】
　この結果、本体部２と現像ユニット２１とが電気的に接続されたことになり、本体部２
側の３個の高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃから、３本のコンタクト５０Ａ、５０
Ｂ、５０Ｃを介して、現像ユニット２１の２本の供給ローラ２５Ａ、２５Ｂと、現像ロー
ラ７Ａと、現像ブレード２４のそれぞれに高圧が印加される。
【０１２４】
　次に、ドラムユニット２０の構成について説明する。尚、ドラムユニット２０について
も、本体部２に装着された状態で、本体部２の正面から見て左側をドラムユニット２０の
左側、正面から見て右側をドラムユニット２０の右側とする。
【０１２５】
　図１４に示すように、ドラムユニット２０は、左右方向に長いフレーム（以下、ドラム
フレームと呼ぶ）８０を有していて、このドラムフレーム８０によって、左右方向に平行
な回転軸（図示せず）を有する感光体ドラム６Ａ（図４参照）と、帯電装置２２（図４参
照）とクリーニング部２３（図４参照）を覆うようになっている。
【０１２６】
　ドラムフレーム８０は、左右両端部が、感光体ドラム６Ａの回転軸方向に直交して前方
に延びる側壁部８１Ｌ、８１Ｒとなっている。ここで、側壁部８１Ｌ、８１Ｒのそれぞれ
の前側の部分を前部８１Ｌｆ、８１Ｒｆ、後側の部分を後部８１Ｌｂ、８１Ｒｂと呼ぶ。
【０１２７】
　左右の側壁部８１Ｌ、８１Ｒは、それぞれの後部８１Ｌｂ、８１Ｒｂが、感光体ドラム
６Ａの回転軸の両端部の外側に位置していて、感光体ドラム６Ａを回転可能に支持する。
【０１２８】
　また、左側の側壁部８１Ｌの後部８１Ｌｂには、感光体ドラム６Ａの左端部に設けられ
たフランジ（図示せず）を貫通させるための孔（図示せず）が形成されている。感光体ド
ラム６Ａのフランジは、この孔を通り、その端部が、左側の側壁部８１Ｌから回転軸外側
方向に突出している。
【０１２９】
　さらに、左側の側壁部８１Ｌから突出しているフランジの端部には、本体側駆動ユニッ
ト１０１に設けられたドラム駆動入力カップリング１０２（図７参照）と結合するドラム
結合部８２が形成されている。
【０１３０】
　尚、本体側駆動ユニット１０１に設けられた現像駆動入力部１００とドラム駆動入力カ
ップリング１０２は、図示しないリンク機構によって、本体カバー８（図１参照）の開閉
動作と連動するようになっている。
【０１３１】
　すなわち、現像駆動入力部１００は、本体カバー８を開けた状態では、現像ローラ７Ａ
の回転軸外側方向に、現像ユニット２１の結合部３６とは結合しない位置まで移動してい
て、本体カバー８を閉めると、現像ローラ７Ａの回転軸内側方向に移動して、結合部３６
と結合するようになっている。
【０１３２】
　一方、ドラム駆動入力カップリング１０２も、本体カバー８を開けた状態では、感光体
ドラム６Ａの回転軸外側方向に、ドラムユニット２０のドラム結合部８２とは結合しない
位置まで移動していて、本体カバー８を閉めると、感光体ドラム６Ａの回転軸内側方向に
移動して、ドラム結合部８２と結合するようになっている。
【０１３３】
　また、ドラムフレーム８０の左側の側壁部８１Ｌの前部８１Ｌｆには、左右の側壁部８
１Ｌ、８１Ｒの間に取り付けられる現像ユニット２１の左側の現像端部フレーム３８Ｌか



(14) JP 6059601 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

ら突出する駆動受領ギヤ３５の結合部３６（図５参照）を貫通させるためのギヤ用孔８３
が形成されている。
【０１３４】
　このギヤ用孔８３は、結合部３６の外形よりも十分大きな径でなり、結合部３６の外周
との間に隙間が空くようになっている。
【０１３５】
　尚、このギヤ用孔８３の鉛直方向の位置は、ドラム結合部８２よりも上方となっている
。つまり、ギヤ用孔８３は、ドラム結合部８２の前方斜め上に位置する。
【０１３６】
　さらに、図１５に示すように、ドラムフレーム８０の左側の側壁部８１Ｌの前部８１Ｌ
ｆには、ギヤ用孔８３の前後両脇に、現像ユニット２１の左側の現像端部フレーム３８Ｌ
に設けられた前後一対の支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬのそれぞれと嵌合する一対の位置
規制手段としての位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬが形成されている。
【０１３７】
　尚、図１５は、ドラムフレーム８０の左側の側壁部８１Ｌの主要部の位置と大きさを分
かり易くするために、主要部以外の部分を省略してデフォルメした図である。
【０１３８】
　位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬは、それぞれ角が丸みを帯びた略四角形状となっていて
、それぞれの上面と下面が水平方向に平行となっている。
【０１３９】
　さらに、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬは、それぞれ上面と下面の間隔が、支持ポスト
４０ＡＬ、４０ＢＬのそれぞれの外径よりも微少量大きくなっている。具体的には、この
微少量が、０．０１［ｍｍ］～０．０５［ｍｍ］程度であることが望ましい。
【０１４０】
　さらに、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬは、それぞれの横幅が、支持ポスト４０ＡＬ、
４０ＢＬの外径よりも大きくなっている。
【０１４１】
　さらに、左側の側壁部８１Ｌには、前部８１Ｌｆから後部８１Ｌｂにかけて水平方向に
延びる付勢部材用孔８５Ｌが形成されている。
【０１４２】
　この付勢部材用孔８５Ｌの後部側の端部（後端部）には、付勢部材用孔８５Ｌ内に取り
付けられる付勢部材８６Ｌの一端（後端）を固定するための付勢部材固定ポスト８７Ｌが
設けられている。
【０１４３】
　また、図１５には示していないが、この付勢部材用孔８５Ｌの前部側には、現像ユニッ
ト２１の左側の現像端部フレーム３８Ｌに設けられた付勢部材固定ポスト４１Ｌが挿入さ
れ、この付勢部材固定ポスト４１Ｌに、付勢部材８６Ｌの他端（前端）が固定されるよう
になっている。
【０１４４】
　一方、図１６に示すように、右側の側壁部８１Ｒには、左側の側壁部８１Ｌの位置規制
孔８４ＡＬ、８４ＢＬのそれぞれと対向する位置に、大きさ及び形状が同じ位置規制孔８
４ＡＲ、８４ＢＲが形成されている。
【０１４５】
　尚、図１６は、ドラムフレーム８０の右側の側壁部８１Ｒの主要部の位置と大きさを分
かり易くするために、主要部以外の部分を省略してデフォルメした図である。
【０１４６】
　また、右側の側壁部８１Ｒには、左側の側壁部８１Ｌの付勢部材用孔８５Ｌと対向する
位置に、大きさ及び形状が同じ付勢部材用孔８５Ｒが形成されている。
【０１４７】
　この付勢部材用孔８５Ｒの後端部には、左側の側壁部８１Ｌの付勢部材用孔８５Ｌに設
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けられた付勢部材固定ポスト８７Ｌと大きさ及び形状が同じで、付勢部材用孔８５Ｒ内に
取り付けられる付勢部材８６Ｒの一端（後端）を固定するための付勢部材固定ポスト８７
Ｒが設けられている。
【０１４８】
　また、図１６には示していないが、付勢部材用孔８５Ｒの前部側に、現像ユニット２１
の右側の現像端部フレーム３８Ｒに設けられた付勢部材固定ポスト４１Ｒが挿入され、こ
の付勢部材固定ポスト４１Ｒに、付勢部材８６Ｒの他端（前端）が固定されるようになっ
ている。
【０１４９】
　ドラムユニット２０は、このような構成となっている。
【０１５０】
　このドラムユニット２０と現像ユニット２１を結合すると、図１７に示すように、現像
ユニット２１の左端に設けられた駆動受領ギヤ３５の結合部３６が、ドラムユニット２０
の左側の側壁部８１Ｌに設けられたギヤ用孔８３を通り、左側の側壁部８１Ｌを貫通する
。これにより、結合部３６は、画像形成ユニット３Ａの左側面に露出する。
【０１５１】
　また、現像ユニット２１の左端に設けられた、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬが、それ
ぞれ、ドラムユニット２０の左側の側壁部８１Ｌに形成された、位置規制孔８４ＡＬ、８
４ＢＬに嵌合する。
【０１５２】
　また、図１７には示していないが、現像ユニット２１の右端に設けられた、支持ポスト
４０ＡＲ、４０ＢＲが、それぞれ、ドラムユニット２０の右側の側壁部８１Ｒに形成され
た、位置規制孔８４ＡＲ、８４ＢＲに嵌合する。
【０１５３】
　このとき、現像ユニット２１は、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、４０ＢＲ
のそれぞれが、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４ＢＲのそれぞれの上面又
は下面に接触して、これらの表面をすべることにより、ドラムユニット２０に対して水平
方向に移動可能に支持される。
【０１５４】
　また、ドラムユニット２０の左右の側壁部８１Ｌ、８１Ｒに形成された付勢部材用孔８
５Ｌ、８５Ｒのそれぞれに、付勢部材８６Ｌ、８６Ｒが取り付けられる。
【０１５５】
　ここで、付勢部材８６Ｌ、８６Ｒは、それぞれの後端部が、付勢部材用孔８５Ｌ、８５
Ｒの後端部に設けられたドラムユニット２０側の付勢部材固定ポスト８７Ｌ、８７Ｒに固
定される。一方、付勢部材８６Ｌ、８６Ｒのそれぞれの前端部は、付勢部材用孔８５Ｌ、
８５Ｒの前部側に挿入された現像ユニット２１側の付勢部材固定ポスト４１Ｌ、４１Ｒに
固定される。
【０１５６】
　この付勢部材８６Ｌ、８６Ｒによって、現像ユニット２１は、ドラムユニット２０に対
して、水平方向に平行な図中矢印Ｃで示す付勢方向に付勢される。
【０１５７】
　これにより、現像ユニット２１が付勢方向に移動して、ドラムユニット２０の感光体ド
ラム６Ａに現像ローラ７Ａが圧接する。
【０１５８】
　尚、現像ローラ７Ａは、回転軸の中心の位置が、感光体ドラム６Ａの回転軸の中心の位
置よりも鉛直上方に位置する。よって、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７Ａが圧接すると
きの接触方向は、付勢方向に対して所定の角度を有する矢印Ｄで示す方向となっている。
【０１５９】
　また、ドラムユニット２０の左側の側壁部８１Ｌは、現像ユニット２１の左側面から突
出するフレーム突出部４２の端面と対向する部分を切り欠いた形状となっている。
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【０１６０】
　これにより、現像ユニット２１のフレーム突出部４２は、画像形成ユニット３Ａの左側
面に露出する。
【０１６１】
　つまり、画像形成ユニット３Ａの左側面には、駆動受領ギヤ３５の結合部３６と、ドラ
ム結合部８２と、フレーム突出部４２の端面が露出する。
【０１６２】
　そして、画像形成ユニット３Ａの左側面と対向する位置に設けられた本体側駆動ユニッ
ト１０１の現像駆動入力部１００及びドラム駆動入力カップリング１０２が、それぞれ画
像形成ユニット３Ａの左側面に露出する駆動受領ギヤ３５及びドラム結合部８２と結合す
る。
【０１６３】
　これにより、本体部２側から画像形成ユニット３Ａに対して、ドラムユニット２０及び
現像ユニット２１を動作させるための駆動力が入力可能な状態となる。
【０１６４】
　また、本体側駆動ユニット１０１の高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃが、それぞ
れ画像形成ユニット３Ａの左側面に露出するフレーム突出部の端面に設けられたコンタク
ト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃと接触する。
【０１６５】
　これにより、本体部２側から画像形成ユニット３Ａに対して、現像ユニット２１を動作
させるための高圧が印加可能な状態となる。
【０１６６】
　このような構成の画像形成ユニット３Ａでは、使用されている間に、感光体ドラム６Ａ
に接触している現像ローラ７Ａの外周が磨耗する。また、現像ユニット２１は、図１７に
示したように、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７Ａを圧接するために、水平方向に平行な
図中矢印Ｃで示す付勢方向に付勢されている。
【０１６７】
　ゆえに、現像ユニット２１は、現像ローラ７Ａの外周が磨耗するにつれて、付勢方向に
移動する。このとき、現像ユニット２１側の支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、
４０ＢＲのそれぞれが、ドラムユニット２０側の位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４Ａ
Ｒ、８４ＢＲのそれぞれの中を水平方向に平行な付勢方向に移動することになる。
【０１６８】
　したがって、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４ＢＲのそれぞれの横幅に
ついては、現像ローラ７Ａの磨耗にともなう支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、
４０ＢＲの水平方向の移動量（これを以下、磨耗移動量と呼ぶ）を考慮する必要がある。
【０１６９】
　具体的には、磨耗していない状態の現像ローラ７Ａを感光体ドラム６Ａに圧接させたと
きの、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、４０ＢＲのそれぞれと、位置規制孔８
４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４ＢＲのそれぞれとの水平方向の隙間が、磨耗移動量以
上となるような横幅とすればよい。
【０１７０】
　また、画像形成ユニット３Ａでは、付勢部材８６Ｌの鉛直方向の位置が、支持ポスト４
０ＡＬ、４０ＢＬと、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接点Ｐ２との間の位置に設
定され、同様に、付勢部材８６Ｒの鉛直方向の位置が、支持ポスト４０ＡＲ、４０ＢＲと
、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接点Ｐ２との間の位置に設定されている。
【０１７１】
　ところで、画像形成ユニット３Ａが高品位な画像を形成するためには、感光体ドラム６
Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧を一定にすることが望ましい。
【０１７２】
　一方で、現像ユニット２１を動作させると、現像ユニット２１には種々の力が働く。こ
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のような力が、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に影響を及ぼすと、感光体
ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧が変動して、高品位な画像を形成できなくなる。
【０１７３】
　ゆえに、画像形成ユニット３Ａが高品位な画像を形成するためには、感光体ドラム６Ａ
と現像ローラ７Ａとの接触圧に対する、現像ユニット２１に働く力の影響を無くせばよい
。
【０１７４】
　ここで、画像形成ユニット３Ａを動作させたときに、現像ユニット２１に働く力につい
て説明する。現像ユニット２１に働く力としては、駆動受領ギヤ３５を中心に働く、現像
ユニット２１の負荷トルクによる回転力と、現像ユニット２１の自重による重力と、感光
体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触部分に働く摩擦力がある。
【０１７５】
　現像ユニット２１の場合、１つ目の回転力の大きさは、例えば、１．５～２．５［ｋｇ
ｆ］程度であり、２つ目の重力の大きさは、例えば、１～２［ｋｇｆ］程度、３つ目の摩
擦力の大きさは、例えば、０．３［ｋｇｆ］程度である。
【０１７６】
　このように、現像ユニット２１に働く力は、負荷トルクによる回転力と自重による重力
が大きく、これらに比べて感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの摩擦力は非常に小さい
。
【０１７７】
　よって、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの摩擦力が感光体ドラム６Ａと現像ロー
ラ７Ａとの接触圧に与える影響については、無視して構わない。
【０１７８】
　つまり、画像形成ユニット３Ａが高品位な画像を形成するためには、感光体ドラム６Ａ
と現像ローラ７Ａとの接触圧に対する、負荷トルクによる回転力と自重による重力の影響
を無くせばよい。
【０１７９】
　ここで、負荷トルクによる回転力と重力の影響を無くす方法について説明する前に、画
像形成ユニット３Ａを動作させたときに、現像ユニット２１に対して、負荷トルクによる
回転力と自重による重力がどのように働くのかについて説明する。
【０１８０】
　図示しない指令部から印刷指令がカラープリンタ１に入力されると、カラープリンタ１
は、印刷動作を開始する。
【０１８１】
　印刷動作を開始すると、カラープリンタ１は、図示しない制御部によって図示しない駆
動モータを駆動させることにより、ドラム駆動入力カップリング１０２と現像駆動入力部
１００とを回転させる。
【０１８２】
　ドラム駆動入力カップリング１０２と現像駆動入力部１００は、上述したように、それ
ぞれ画像形成ユニット３Ａのドラム結合部８２と結合部３６に結合されている。
【０１８３】
　ゆえに、ドラム駆動入力カップリング１０２と現像駆動入力部１００を回転させると、
この回転による駆動力が、ドラム結合部８２と結合部３６を介して画像形成ユニット３Ａ
へ伝達される。
【０１８４】
　これにより、図１８に示すように、画像形成ユニット３Ａでは、ドラム結合部８２と連
結している感光体ドラム６Ａが図中矢印Ｅで示す方向に回転する。
【０１８５】
　また、このとき、画像形成ユニット３Ａでは、結合部３６と連結している駆動受領ギヤ
３５が感光体ドラム６Ａの回転方向と同じ方向の図中矢印Ｆで示す方向に回転することに
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より、現像ローラギヤ３３を介して現像ローラ７Ａに駆動力が伝達され、現像ローラ７Ａ
が感光体ドラム６Ａの回転方向とは逆方向の図中矢印Ｇで示す方向に回転する。
【０１８６】
　このようにして、画像形成ユニット３Ａでは、印刷動作が開始される。
【０１８７】
　このとき、現像ユニット２１には、自身の負荷トルクによって駆動受領ギヤ３５を中心
に駆動受領ギヤ３５の回転方向と同じ方向の図中矢印Ｈで示す方向に現像ユニット２１を
回転させようとする回転力が働いていると共に、鉛直下方に自重による重力が働いている
。
【０１８８】
　次に、負荷トルクによる回転力と重力の影響を無くす方法について説明する。現像ユニ
ット２１は、上述したように、画像形成ユニット３Ａの一部であるため、現像ローラ７Ａ
の負荷トルクは、現像ローラ７Ａを駆動しようとするときに画像形成ユニット３Ａ全体を
回転させようとする力になる。
【０１８９】
　この力（すなわち回転力）は、現像ローラ７Ａの負荷トルクが変動すると、これに追従
するため、このような回転力の変動が、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に
影響を与えないように配慮する必要がある。
【０１９０】
　また、トナーの消費及び補給にともなって現像ユニット２１の重力は変動するため、こ
のような重力の変動が、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に影響を与えない
ように配慮する必要がある。
【０１９１】
　そこで、画像形成ユニット３Ａでは、図１８に示すように、ドラムユニット２０の左側
の側壁部８１Ｌに設けられる、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬのそれぞれの上面と下面を
、駆動受領ギヤ３５を中心とする円周の接線方向に略垂直な規制面として、駆動受領ギヤ
３５の中心を通る水平線Ｌ１を対称に上下に配置するようにした。
【０１９２】
　また、図１８には示していないが、ドラムユニット２０の右側の側壁部８１Ｒに設けら
れる、位置規制孔８４ＡＲ、８４ＢＲのそれぞれの上面と下面も、駆動受領ギヤ３５を中
心とする円周の接線方向に略垂直な規制面として、駆動受領ギヤ３５の中心を通る水平線
Ｌ１を対称に上下に配置するようにした。
【０１９３】
　そして、画像形成ユニット３Ａでは、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４
ＢＲのそれぞれの上面と下面が、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、４０ＢＲの
それぞれから、現像ローラ７Ａの負荷トルクによる回転力を受けるようにして、現像ユニ
ット２１の回転を規制する。
【０１９４】
　こうすることで、画像形成ユニット３Ａは、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接
触圧に対する、現像ローラ７Ａの負荷トルクによる回転力の影響を無くすことができるよ
うになっている。
【０１９５】
　また、画像形成ユニット３Ａでは、図８に示したように、現像ユニット２１の重心Ｐ１
を、左側の支持ポスト４０ＡＬと４０ＢＬとの間、及び右側の支持ポスト４０ＡＲと４０
ＢＲとの間に位置させるようにした。
【０１９６】
　そして、画像形成ユニット３Ａでは、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４
ＢＲのそれぞれの下面が、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、４０ＢＲのそれぞ
れから、現像ユニット２１の自重による重力を受けるようにした。
【０１９７】
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　こうすることで、画像形成ユニット３Ａは、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接
触圧に対する、現像ユニット２１の自重による重力の影響を無くすことができるようにな
っている。
【０１９８】
　実際、画像形成ユニット３Ａを動作させると、駆動受領ギヤ３５の後方に位置する左右
の支持ポスト４０ＢＬ、４０ＢＲは、負荷トルクによる回転力と現像ユニット２１の重力
の４分の１程度の成分を受ける。尚、現像ユニット２１は、４個の支持ポスト４０ＡＬ、
ＢＬ、４０ＡＲ４、０ＢＲを有しているので、それぞれが重力の４分の１程度の成分を受
ける。
【０１９９】
　ここで、支持ポスト４０ＢＬ、４０ＢＲには、それぞれ鉛直上方への回転力と鉛直下方
への重力との差分の力が鉛直上方に作用する。このとき、支持ポスト４０ＢＬ、４０ＢＲ
は、それぞれ位置規制孔８４ＢＬ、８４ＢＲの上面に接触することにより、鉛直上方への
移動が規制される。
【０２００】
　同時に、駆動受領ギヤ３５の後方に位置する左右の支持ポスト４０ＡＬ、４０ＡＲも、
負荷トルクによる回転力と現像ユニット２１の重力の４分の１程度の成分を受ける。
【０２０１】
　ここで、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＡＲには、それぞれ鉛直下方への回転力と重力との
合力が鉛直下方に作用する。このとき、支持ポスト４０ＡＬ、４０ＡＲは、それぞれ位置
規制孔８４ＡＬ、８４ＡＲの下面に接触することにより、鉛直下方への移動が規制される
。
【０２０２】
　こうすることで、現像ユニット２１に働く負荷トルクによる回転力と重力の水平方向の
成分は打ち消される。
【０２０３】
　この結果、現像ユニット２１は、付勢部材８６Ｌ、８６Ｒによる水平方向の付勢力のみ
を受けて、水平方向に移動する。これにより、画像形成ユニット３Ａでは、ドラムユニッ
ト２０の感光体ドラム６Ａに現像ローラ７Ａが圧接して、印刷動作が行われる。
【０２０４】
　このように、画像形成ユニット３Ａでは、負荷トルクによる回転力と重力の水平方向の
成分を打ち消すようにした。これにより、画像形成ユニット３Ａでは、ドラムユニット２
０に現像ユニット２１を水平方向の付勢力で付勢して、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７
Ａを圧接するときに、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に対する、負荷トル
クによる回転力と重力の水平方向の成分の影響を無くすことができる。
【０２０５】
　これにより、画像形成ユニット３Ａでは、高品位な画像を形成することができる。
【０２０６】
　ところで、図１３を用いて説明したように、画像形成ユニット３Ａは、本体部２に装着
されたときに、本体部２側の高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃが、コンタクト５０
Ａ、５０Ｂ、５０Ｃを回転軸内側方向に押圧してコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃと弾
性接触する。
【０２０７】
　このとき、コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃには、それぞれ高圧接点１０３Ａ、１０
３Ｂ、１０３Ｃとの接触箇所に、回転軸内側方向への接触圧が働く。
【０２０８】
　この接触圧は、本体側駆動ユニット１０１の各部の製造時のばらつきなどにともなって
ばらつくため、このような接触圧のばらつきが、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの
接触圧に影響を与えないように配慮する必要がある。
【０２０９】
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　実際、このような配慮がなされていない場合、現像ユニット２１は、高圧接点１０３Ａ
、１０３Ｂ、１０３Ｃとコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃとの接触圧が強すぎると、水
平方向への移動は規制されていないために、現像ユニット２１自体が水平方向に移動しよ
うとする。
【０２１０】
　このとき、この接触圧が、水平方向の付勢力によって接触している感光体ドラム６Ａと
現像ローラ７Ａとの接触圧に影響を与えてしまうことになり、画像形成ユニット３Ａが高
品位な画像を形成できなくなってしまう。
【０２１１】
　尚、ドラムユニット２０の位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４ＢＲは、現
像ユニット２１の鉛直方向の位置を規制するものであり、水平方向の位置を規制するもの
ではない。
【０２１２】
　ゆえに、ドラムユニット２０の位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４ＢＲで
は、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に対する、高圧接点１０３Ａ、１０３
Ｂ、１０３Ｃとコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃとの接触圧の影響を無くすことはでき
ない。
【０２１３】
　そこで、画像形成ユニット３Ａでは、図１２を用いて説明したように、高圧接点１０３
Ａと接触するコンタクト５０Ａのアーム部５２Ａが嵌合されるアーム部用溝６１の幅方向
にガタ７３Ａ、７３Ｂを設け、アーム部５２Ａを、幅方向（すなわち水平方向）にスライ
ド可能な状態で、現像ユニット２１に保持するようにした。
【０２１４】
　同様に、コンタクト５０Ｂ、５０Ｃのアーム部５２Ｂ、５２Ｃについても、水平方向に
スライド可能な状態で、現像ユニット２１に保持するようにした。
【０２１５】
　こうすることで、画像形成ユニット３Ａは、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接
触圧に対する、高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃとコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５
０Ｃとの接触圧の影響を無くすことができるようになっている。
【０２１６】
　実際、画像形成ユニット３Ａが、本体部２に装着されると、図１９に示すように、本体
部２側の高圧接点１０３Ａが、コンタクト５０Ａのアーム先端部５２Ａｆに略垂直に接触
する。
【０２１７】
　このとき、高圧接点１０３Ａの端子部１１１は、圧縮スプリング１１０の弾性力によっ
て、アーム先端部５２Ａｆを回転軸内側方向に押圧する。
【０２１８】
　これにより、アーム先端部５２Ａｆの接触箇所には、図中矢印Ｊで示す接触方向（すな
わち回転軸内側方向）に接触圧が働く。
【０２１９】
　ここで、アーム部５２Ａは、アーム先端部５２Ａｆの先端がアーム先端部用溝６１Ａｆ
に当接していることにより、接触方向への移動は規制されている。ゆえに、アーム部５２
Ａは、接触圧が所望の接触圧より大きくても、接触方向に変形したり移動したりすること
はない。
【０２２０】
　これに対して、アーム部５２Ａは、図１２に示すように、幅方向の両側面と、アーム部
用溝６１Ａの幅方向の両壁面との間にガタ７３Ａ、７３Ｂが設けられていることにより、
図１２（Ａ）に示すように、接触方向と直行する図中矢印Ａ及びＢで示す水平方向にはス
ライド可能となっている。
【０２２１】
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　尚、図中矢印Ｂで示す水平方向は、ドラムユニット２０に現像ユニット２１を付勢する
側の方向（すなわち、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７Ａを押し付ける側の方向）であり
、矢印Ａで示す水平方向は、その逆方向である。
【０２２２】
　これにより、アーム部５２Ａは、接触圧が所望の接触圧より強いと、接触圧が所望の接
触圧となるように、接触方向と直行する例えば矢印Ａで示す水平方向に移動する。この結
果、接触圧が所望の接触圧まで下がる。
【０２２３】
　つまり、現像ユニット２１では、高圧接点１０３Ａとコンタクト５０Ａとの接触圧にば
らつきがあると、コンタクト５０Ａのアーム部５２Ａのみが、接触方向と直行する水平方
向にスライドすることにより、このばらつきを打ち消して、接触圧を一定にするようにな
っている。
【０２２４】
　コンタクト５０Ｂ、５０Ｃについても、同様にして、高圧接点１０３Ｂ、１０３Ｃとの
接触圧のばらつきを打ち消して、接触圧を一定にするようになっている。
【０２２５】
　これにより、画像形成ユニット３Ａでは、ドラムユニット２０に現像ユニット２１を付
勢部材８６Ｌ、８６Ｒによる水平方向の付勢力で付勢して、感光体ドラム６Ａに現像ロー
ラ７Ａを圧接するときに、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に対する、高圧
接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃとコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃとの接触圧の影
響を無くすことができる。
【０２２６】
　これにより、画像形成ユニット３Ａでは、高品位な画像を形成することができる。
【０２２７】
　ところで、上述したように、現像ユニット２１は、使用されている間に、感光体ドラム
６Ａに接触している現像ローラ７Ａの外周が磨耗するにつれて、水平方向に平行な付勢方
向に移動する。
【０２２８】
　したがって、水平方向に設けられるガタ７３Ａ、７３Ｂについては、それぞれ、少なく
とも、現像ユニット２１が寿命となるまで使用される間に現像ローラ７Ａの磨耗にともな
って移動する移動量（磨耗移動量）よりも大きくすることが望ましい。
【０２２９】
　また、ガタ７３Ａ、７３Ｂについては、接触圧のばらつきにより想定される最大の接触
圧を打ち消すために必要な、アーム部５２Ａの水平方向への移動量よりも大きくすること
が望ましい。
【０２３０】
　また、感光体ドラム６Ａ及び現像ローラ７Ａは、それぞれ、製造時のばらつきなどによ
り断面を完全な円とすることが難しく半径がばらつく。
【０２３１】
　これにより、現像ローラ７Ａは、感光体ドラム６Ａに圧接した状態で１回転するときに
、回転軸の中心を移動させながら（すなわち偏心しながら）回転する。さらに、現像ユニ
ット２１は、このような現像ローラ７Ａの偏心にともなって、水平方向に移動する。
【０２３２】
　したがって、水平方向に設けられるガタ７３Ａ、７３Ｂについては、現像ローラ７Ａの
偏心にともなう現像ユニット２１の水平方向への移動量（これを偏心移動量とも呼ぶ）よ
り大きくすることが望ましい。
【０２３３】
　一方で、ガタ７３Ａ、７３Ｂを大きくすると、その分、現像ユニット２１が大型化して
しまう。
【０２３４】
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　ゆえに、ガタ７３Ａ、７３Ｂについては、現像ローラ７Ａの磨耗にともなう現像ユニッ
ト２１の摩耗移動量と、想定される最大の接触圧を打ち消すために必要なアーム部５２Ａ
の移動量と、現像ローラ７Ａの偏心にともなう偏心移動量とを考慮した大きさで、且つで
きるだけ小さいことが望ましい。
【０２３５】
　これらのことを考慮すると、画像形成ユニット３Ａのガタ７３Ａ、７３Ｂの大きさは、
例えば、０．５［ｍｍ］以上、１．０［ｍｍ］以下が望ましく、実際、ガタ７３Ａ、７３
Ｂは、０．５［ｍｍ］以上、１．０［ｍｍ］以下となっている。
【０２３６】
　尚、画像形成ユニット３Ａでは、現像ユニット２１が、静止状態から動作を開始したと
きに、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧が設定された接触圧となるように水
平方向に平行な付勢方向に移動する。
【０２３７】
　このとき、現像ユニット２１は、水平方向のガタ７３Ａ、７３Ｂを有していることによ
り、高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃがコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃを押圧
していても、水平方向への移動が妨げられないようになっている。
【０２３８】
　ここまでの説明では、画像形成ユニット３Ａについて述べたが、他の画像形成ユニット
３Ｂ、３Ｃ、３Ｄについても画像形成ユニット３Ａと同様の構成であり、同様にして、高
品位な画像を形成することができるようになっている。
【０２３９】
［１－３．第１の実施の形態による効果］
　上述したように、カラープリンタ１では、画像形成ユニット３Ａのコンタクト５０Ａの
アーム部５２Ａが、現像ユニット２１の付勢方向と平行な水平方向に移動できるように、
アーム部５２Ａとアーム部用溝６１Ａとの間にガタ７３Ａ、７３Ｂを設けるようにした。
【０２４０】
　これにより、カラープリンタ１では、高圧接点１０３Ａとコンタクト５０Ａとの接触圧
にばらつき、又は変動があっても、アーム部５２Ａが水平方向に移動することにより、ば
らつき、又は変動を打ち消すことができる。
【０２４１】
　これにより、カラープリンタ１では、画像形成ユニット３Ａにおいて、ドラムユニット
２０に現像ユニット２１を水平方向に付勢して、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７Ａを圧
接するときに、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａとの接触圧に対する、高圧接点１０３
Ａとコンタクト５０Ａとの接触圧の影響を無くすことができる。
【０２４２】
　また、カラープリンタ１では、コンタクト５０Ａと同様にして、感光体ドラム６Ａと現
像ローラ７Ａとの接触圧に対する、高圧接点１０３Ｂ、１０３Ｃとコンタクト５０Ｂ、５
０Ｃとの接触圧の影響も無くすことができる。
【０２４３】
　これにより、カラープリンタ１では、画像形成ユニット３Ａで形成される画像の品位を
高品位に保つことができる。
【０２４４】
　さらに、カラープリンタ１では、画像形成ユニット３Ａと同様にして、画像形成ユニッ
ト３Ｂ、３Ｃ、３Ｄで形成される画像の品位も高品位に保つことができる。
【０２４５】
　かくして、カラープリンタ１では、印刷時の、トナーのかぶり、白抜け、グレイナスの
悪化、トナーフィルミングといった、画像の品位を低下させる現象を防止することができ
、高品位な印刷を行うことができる。
【０２４６】
［２．第２の実施の形態］
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　次に第２の実施の形態について説明する。この第２の実施の形態は、図２０に示すよう
に、画像形成ユニット３Ａのフレーム突出部４２に設けられたアーム部用溝６１Ａ、６１
Ｂ、６１Ｃに、それぞれ一対の弾性部材としてのスポンジ材９０Ａ及び９０Ｂ、９１Ａ及
び９１Ｂ、９２Ａ及び９２Ｂを取り付けた点が、第１の実施の形態と異なる点である。ゆ
えに、ここでは、この点についてのみ説明することとする。
【０２４７】
　スポンジ材９０Ａ、９０Ｂ、９１Ａ、９１Ｂ、９２Ａ、９２Ｂは、それぞれウレタンに
代表される発泡弾性体である。
【０２４８】
　図２１に詳しく示すように、フレーム突出部４２のアーム部用溝６１Ａには、ガタ７３
Ａ、７３Ｂに、それぞれスポンジ材９０Ａ、９０Ｂが取り付けられている。スポンジ材９
０Ａ、９０Ｂは、ウレタンに代表される発泡弾性体である。
【０２４９】
　また、スポンジ材９０Ａ、９０Ｂは、それぞれ同じ幅でなり、スポンジ材９０Ａ、９０
Ｂの間に挟まれるアーム中央部５２Ａｃの幅方向の両側面と接触するようになっている。
【０２５０】
　アーム部５２Ａは、スポンジ材９０Ａ、９０Ｂの両方から僅かな接触圧を均等に受ける
ことにより、高圧接点１０３Ａと接触していないときには、常に、アーム部用溝６１Ａの
幅方向の中央に位置決めされる。
【０２５１】
　また、アーム部５２Ａは、高圧接点１０３Ａと接触して押圧力を受けると、第１の実施
の形態と同様にして、矢印Ａ及びＢで示す水平方向にスライドすることにより、高圧接点
１０３Ａとの接触圧を一定にする。
【０２５２】
　このとき、アーム部５２Ａのスライド方向に位置するスポンジ材９０Ａ又は９０Ｂは、
アーム部５２Ａによって押し潰されることになるが、このときのスポンジ材９０Ａ又は９
０Ｂの元の形状に戻ろうとする力（すなわち弾性力）は、アーム部５２がスライドしよう
とする力よりもはるかに小さい。
【０２５３】
　よって、アーム部５２のスライドに対する、スポンジ材９０Ａ、９０Ｂの弾性力の影響
は無視できる。
【０２５４】
　その後、例えば、画像形成ユニット３Ａが、本体部２から取り外されたとする。すると
、スポンジ材９０Ａ、９０Ｂの弾性力により、アーム部５２Ａは、再び、アーム部用溝６
１Ａの幅方向の中央に戻される。
【０２５５】
　尚、コンタクト５０Ｂのアーム部５２Ｂについても、コンタクト５０Ａのアーム部５２
Ａと同様に、スポンジ材９１Ａ、９１Ｂにより、アーム部用溝６１の幅方向の中央に位置
決めされる。同様に、コンタクト５０Ｃのアーム部５２Ｃについても、スポンジ材９１Ａ
、９１Ｂにより、アーム部用溝６１の幅方向の中央に位置決めされる。
【０２５６】
　また、画像形成ユニット３Ｂ、３Ｃ、３Ｄについても、画像形成ユニット３Ａと同様の
構成であるため、ここでは、説明を省略する。
【０２５７】
　この第２の実施の形態によれば、画像形成ユニット３Ａが、コンタクト５０Ａ、５０Ｂ
、５０Ｃのアーム部５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃを、それぞれ、アーム部用溝６１Ａ、６１Ｂ
、６１Ｃの幅方向の中央に位置決めすることができる。
【０２５８】
　すなわち、画像形成ユニット３Ａでは、コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃのスライド
前の位置ズレを防止することができる。
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【０２５９】
　これにより、画像形成ユニット３Ａでは、例えば、アーム部５２Ａが、矢印Ａで示す方
向と矢印Ｂで示す方向のどちらに移動しようとも、それぞれの方向に十分な幅のガタ７３
Ａ、７３Ｂが設けられているため、高圧接点１０３Ａとの接触圧を一定にすることができ
る。
【０２６０】
　換言すれば、この第２の実施の形態の画像形成ユニット３Ａでは、一段と確実に、高圧
接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃとコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃとの接触圧の影
響を無くすことができるのである。
【０２６１】
　かくして、第２の実施の形態によれば、カラープリンタ１が、印刷時の、トナーのかぶ
り、白抜け、グレイナスの悪化、トナーフィルミングといった、画像の品位を低下させる
現象を一段と確実に防止することができ、高品位な印刷を行うことができる。
【０２６２】
［３．他の実施の形態］
［３－１．他の実施の形態１］
　尚、上述した第１及び第２の実施の形態では、アーム部５２Ａの根元近傍部分７０と先
端近傍部分７１の幅を、他の部分の幅よりも広くした。
【０２６３】
　これに限らず、先端近傍部分７１より先の部分の幅を、他の部分よりも幅を広くするな
どしてもよい。
【０２６４】
　また、ガタ７３Ａ、７３Ｂは、アーム部５２Ａの先端側で、幅が最も広い部分の両側面
と対向する位置に設ければよい。
【０２６５】
［３－２．他の実施の形態２］
　また、上述した第１及び第２の実施の形態では、ドラムユニット２０に対して現像ユニ
ット２１を、水平方向と平行な付勢方向に付勢することにより、感光体ドラム６Ａに現像
ローラ７Ａを圧接するようにした。
【０２６６】
　このときの、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａの接触方向は、図１７を用いて説明し
たように、矢印Ｃで示す付勢方向に対して所定の角度を有する矢印Ｄで示す方向となって
いる。
【０２６７】
　これに限らず、付勢方向を、水平方向ではなく、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａの
接触方向に平行としてもよい。
【０２６８】
　この場合、例えば、付勢部材用孔８５Ｌ及び８５Ｒを、水平方向ではなく、感光体ドラ
ム６Ａと現像ローラ７Ａの接触方向と平行な向きで、ドラムユニット２０に設けるように
すればよい。
【０２６９】
　また、この場合、コンタクト５０Ａのアーム部５２Ａは、付勢方向と平行にスライドす
るのではなく、付勢方向に対して所定の角度を有する水平方向にスライドすることになる
。
【０２７０】
　この場合でも、コンタクト５０Ａのアーム部５２Ａは、高圧接点１０３Ａから押圧され
たときに、水平方向にスライドすることで、接触圧のばらつきを低減することができる。
【０２７１】
　つまり、コンタクト５０Ａのアーム部５２Ａは、必ずしも付勢方向と平行にスライド可
能である必要はなく、要は、ドラムユニット２０に対して現像ユニット２１を付勢する側
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及びその逆側にスライド可能となっていればよい。
【０２７２】
　換言すれば、コンタクト５０Ａのアーム部５２Ａは、感光体ドラム６Ａに現像ローラ７
Ａを押し付ける側及びその逆側に、スライド可能となっていればよいとも言える。
【０２７３】
　このような条件を満たしていれば、アーム部５２Ａのスライドにより、高圧接点１０３
Ａとコンタクト５０Ａとの接触圧のばらつきを低減することができる。
【０２７４】
　また、これとは逆に、感光体ドラム６Ａと現像ローラ７Ａの接触方向を、付勢方向に平
行としてもよい。
【０２７５】
　この場合、コンタクト５０Ａのアーム部５２Ａは、付勢方向と平行にスライド可能とな
るので、第１の実施の形態と同様、高圧接点１０３Ａとコンタクト５０Ａとの接触圧のば
らつきを打ち消すことができる。
【０２７６】
［３－３．他の実施の形態３］
　さらに、上述した第３の実施の形態では、ウレタンに代表される発泡弾性体であるスポ
ンジ材９０Ａ及び９０Ｂをアーム部用溝６１Ａに取り付けるようにした。
【０２７７】
　これに限らず、弾性力によってアーム部５２Ａをアーム部用溝６１Ａの中央に位置決め
できる弾性部材であれば、スポンジ材９０Ａ及び９０Ｂの代わりに、板バネや、圧縮スプ
リングを、アーム部用溝６１Ａに設けるようにしてもよい。
【０２７８】
［３－４．他の実施の形態４］
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、画像形成装置としてのカラープリン
タ１に本発明を適用したが、これに限らず、カラープリンタ１と同様、感光体ドラムに現
像ローラを圧接して画像を形成する装置であれば、ファクシミリ、ＭＦＰ（Multi　Funct
ion　Product：複合機）、コピー機などの装置にも適用することができる。
【０２７９】
　また、上述した第１及び第２の実施の形態では、カラープリンタ１の画像形成ユニット
３Ａ～３Ｄに本発明を適用したが、これに限らず、感光体ドラムに現像ローラを圧接して
画像を形成するユニットであれば、ファクシミリ、ＭＦＰ、コピー機などの画像形成ユニ
ットにも適用することができる。
【０２８０】
［３－５．他の実施の形態５］
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、潜像を担持する像担持体の具体例と
して、感光体ドラム６Ａ、６Ｂ、６Ｃ、６Ｄを用いるようにした。これに限らず、像担持
体として機能するものであれば、例えばベルト状の像担持体など、感光体ドラム６Ａ、６
Ｂ、６Ｃ、６Ｄとは異なる部品を用いるようにしてもよい。
【０２８１】
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、潜像を現像するための現像剤を担持
する現像剤担持体の具体例として、現像ローラ７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄを用いるようにし
た。これに限らず、現像剤担持体として機能するものであれば、現像ローラ７Ａ、７Ｂ、
７Ｃ、７Ｄとは異なる部品を用いるようにしてもよい。
【０２８２】
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、画像形成装置の装置側接触部の具体
例として、高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃを用いるようにした。これに限らず、
ユニット側接触部としてのコンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃを押圧して接触するもので
あれば、他の部品を用いるようにしてもよい。
【０２８３】
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　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、ユニット側接触部の具体例として、
コンタクト５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃを用いるようにした。これに限らず、装置側接触部と
しての高圧接点１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃに押圧されて接触すると共に、ドラムユニ
ット２０に対して現像ユニット２１を付勢する側及びその逆側にスライド可能なものであ
れば、他の部品を用いるようにしてもよい。
【０２８４】
　さらに、上述した第１及び第２の実施の形態では、現像ユニット２１の位置を規制する
位置規制手段の具体例として、位置規制孔８４ＡＬ、８４ＢＬ、８４ＡＲ、８４ＢＲと、
これらに嵌合する支持ポスト４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、４０ＢＲを用いるようにし
た。これに限らず、位置規制手段として機能するものであれば、他の機構を用いるように
してもよい。
【０２８５】
［３－６．他の実施の形態６］
　さらに、本発明は、上述した第１及び第２の実施の形態と、上述した他の実施の形態と
に限定されるものではない。すなわち本発明は、上述した第１及び第２の実施の形態と上
述した他の実施の形態の一部または全部を任意に組み合わせた実施の形態や、一部を抽出
した実施の形態にもその適用範囲が及ぶものである。
【産業上の利用可能性】
【０２８６】
　本発明は、レーザーを感光に利用するカラープリンタなどで広く利用することができる
。
【符号の説明】
【０２８７】
　１……カラープリンタ、２……本体部、３Ａ、３Ｂ、３Ｃ、３Ｄ……画像形成ユニット
、６Ａ、６Ｂ、６Ｃ、６Ｄ……感光体ドラム、７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ……現像ローラ、
２０……ドラムユニット、２１……現像ユニット、３８Ｌ、３８Ｒ……現像端部フレーム
、４０ＡＬ、４０ＢＬ、４０ＡＲ、４０ＢＲ……支持ポスト、４２……フレーム突出部、
５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃ……コンタクト、５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃ……アーム部、６１Ａ
、６１Ｂ、６１Ｃ……アーム部用溝、７３Ａ、７３Ｂ……ガタ、８４ＡＬ、８４ＢＬ、８
４ＡＲ、８４ＢＲ……位置規制孔、９０Ａ、９０Ｂ、９１Ａ、９１Ｂ、９２Ａ、９２Ｂ…
…スポンジ材、１０１……本体側駆動ユニット、１０３Ａ、１０３Ｂ、１０３Ｃ……高圧
接点、１１０…圧縮スプリング、１１１……端子部。
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